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ヨーゼフ・ロートとガリツィア

佐 藤  方 代 *

Joseph Roth und Galizia 

Michiyo Sato*

はじめに

ヨーゼフ.ロートの新しい全集の刊行が，クラウス* ヴエスターマンの編集によって，1988年 

から始められ，昨 年 （1991年）完結した。U 

1933年の亡命から死の年（1939年）までは，主としてアムステルダムにおいて，いくつかの作 

品が出版されただけであった。第二次大戦後，1950年代になっても，ロートへの関心は，他の亡 

命作家に比べて大きくはなかった。60年代になって，『ラデツキー行進曲』 （1964年）が映画化さ 

れた頃から，研究書が数多く見られるようになり，読者の関心も集まったが，必ずしも充分な理 

解を得ていたわけではなかった。2)

亡命先のパリで客死したロートの作品が，まとまった全集として出版されたのは，1956年，へ 

ルマン • ケステンの編集による3 巻本が最初であった。この全集は，新 版 の 「編者前書き」によ 

れば，長い間，収集家や研究者の手に入りにくい状態にあった。次いで1975年〜76年に，やはり 

ケステンの編集した4 巻の全集が出たが，この版も予想より短期間のうちに品切れとなったとの 

ことである。3)

今回の全集は，その後に発見された資料を加え，ジャーナリストとしての仕事（1 ~ 3 巻）と， 

小 説 . 物語の分野（4 ~ 6 巻）とに分けて，それぞれ年代順に並べられ，全 6 巻からなっている。 

この全集によって，フィクション，ノンフィクションともに，執筆順にテキストを迪ることが容 

易となり，ロートの作品と生捱の全体像を見渡すことができるようになったのである。

ヨーゼ フ . ロートは，1894年東ヨーロッパのガリツィアでユダヤ商人の家に生まれ，そこで少 

年期を過ごした後，第一次大戦前夜にヴィーン大学で学んだ。1920年代にはジャーナリストとし 

て活躍し，小説家としても成功をおさめながら，ナチスが政権に就いたためフランスに逃げ，パ 

リで44才の短い生涯を閉じた。

ロートの文学は，東ヨーロッパへの近親感と，民族主義に対する憎しみが基調となっている。 

そして，民族や国家を超えた汎ヨーロッパ世界への憧れを，古いオーストリアとハプスブルグ帝
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国に託して書き綴る。その中で彼は，さまざまな形で生まれ故郷のオーストリア•ハンガリー帝 

国領ガリツィアを描いている。本稿では，二つの作品『いちご』および『皇帝の胸像』にそって， 

ロートのガリツィアへの関わりを見ていきたいと思う。『いちご』は草稿のみ残された断片であり， 

『皇帝の胸像』は，生前フランス語に訳されたものだけが公刊された短編小説である。『いちご』 

の草稿は1929年に書き始められ，『皇帝の胸像』丨ä , 亡 命 後 （1935年）の作品である。

作品に触れる前に，ロートの生涯の前半，東方ユダヤ人の家に生まれてから，ヴィーンの大学 

で学ぶまでの，ガリツィアにつながる生活を跡づけてみる。

ガリツィアの少年時代（ギムナジウム卒業まで）

ロートは，彼の作品を数多く出版しているグスタフ. キーペンホイア一に宛てた手紙の中で， 

「わたしは1894年 9 月 2 日，ヴオルヒニアのちっぽけな村で生まれました。4)」 （1930年 6 月10日 

付）と記している。

1974年にロー トの克明な伝記を著したダヴィッド• ブロンゼンは，上記の手紙を，「幻想に満ち， 

潤色をほどこした手紙5 と呼んでいる。ブロンゼンによれば，ロートはガリツィアのブロディ一 

で生まれたのであるが，ここに記された誕生の日付はブロディーのユダヤ人戸籍薄への記載の日 

によるもので，必ずしも正確だとは言えない。また，かつてのポーランド王国にヴオイニ（ドイ 

ツ語でヴオルヒニア）という名の地区があるけれども，ブロディ一がヴオルヒニアと呼ばれたこ 

とはないとのことである。6) ロートはしばしば，自分の生地に曖昧な名を与えていた。そのため， 

ヘルマン•ケステンさえも『わが'友なる詩人たち』の中で，ロートの生地を，本人の言葉そのま 

ま に 「ヴオルヒニア」と記している。7) いずれにしても，ロートが'，実際にはガリツィアのブロ 

ディ一の市中に生まれたことを，ブロンゼンが検証している。

母親は正統派ユダヤ人の織物商イヱヒエル. グリューベルの娘マリア . グリューベル，.父親は 

西ガリツィア生まれのユダヤ人で，ハンブルグの輸出商社員として榖物ゃ材木の買い付けをして 

いたナフム . ロートであった。

母親について，同じ手紙の中でロートは次のように述べている。

「わたしの母は逞しく現実的で，スラブ的なユダヤ女性でした。彼女はよくウクライナの歌 

を唄っていました。とても不幸せだったからです。（私たちのところでは，家で歌を唄うのは， 

西の国々のように幸せな人たちではなくて悲しい人びとでした。だから東方の歌はいっそう美. 

しく，心ある人が聞くと泣きたくなってしまうのです。）母はV お金もなく，夫も居ませんで 

した。というのは，私の父はある日彼女を西に連れ出したのですが，'それはただ私を身ごもら 

せるためだけのようなものでした。彼女を力トヴィッツに一人で置き去りにして姿を消し，ニ 

度と帰って来ませんでした。8)」

ここに記されたように，ロートは父親とは，生涯一度も会っていない。-ロートの両親は，1892年 

にブロデイ一のシナゴーグで結婚式を挙げた。 1年半の後” 妻を伴って商用の旅に出たナフム•
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ロートは，カトヴィッッに彼女を置いてハンブルクへ向かい，その帰途，ハンブルクとベルリン 

の間で，異常な振舞いのため列車から降ろされ，精神病院に収容された。ロートの母は実家に帰っ 

てロートを生んだが，父親は二度と帰ることがなかった。ロートは母から，父は生きていないも 

のと聞かされていたが' , 実際に亡くなったのは1910年であった。

ロートは，ブロディ一の祖父のもとで母親の手で育てられた。正統派ユダヤ教徒であった織物 

商人の祖父が1907年に他界するまで，ロー トの母親がその家の家政をみていた。

ブロンゼンによると，ロー トは，ゲットーではないが閉鎖的なユダヤ人居住区で過ごした。9) 

経済状態について，ブロンゼンは，当時を知る人びとにインタビューをして，ロート母子の生活 

ぶりを尋ねている。それに対して，みすぼらしい身なりをしていたとする答えがある一方で，後 

見人から生活に困らない援助を得ていたとの証言があった。ブロンゼンが調べたところでは，母 

親が小間使いを雇ったり.，息子にヴァイオリンなどを習わせたりしたので，服装にお金を費やす 

ことができなかったためであろうしている。10)

ロートは1901年から1905年まではブロディ一の「バロン . ヒルシュ小学校」 （ユダヤ人学校） 

に通った。そこでの授業は通常ドイッ語であったが，特別な科目はポーランド語とへブライ語が 

用いられた。1905年から1913年まではやはりブロディ一の，「ルドルフ皇太子ギムナジウム」の 

生徒となった。当時のガリッィアでは，レンベルク（現在ウクライナのルヴオフ）のギムナジウ 

ム以外にドイッ語で授業が行われていたのはここだけであつ た。他では，ポーランド語が用いら 

れていた。

ギムナジウムの頃のロー トと母親について，ダヴィッド. ブロンゼンのイン夕ビューに答えた 

当時の級友アブラハム • パルネス（エルサレム在住）が，65年前を思いだして，次のようなこと 

を言っている。

「ヨーゼフ • ロートはギムナジウムで，カトリックの生徒ともユダヤ教の生徒とも，ほとん 

ど交際をしていませんでした。私 もたいしてつきあって居たわけではありませんが，それでも， 

と■きどき言葉を交わしたの.は私の他にいなかったのかもしれません。あるとき彼の家へ招かれ 

たことがありました。第 5 学年，彼が16才の頃のことです。あの時の訪問は忘れられないもの 

でした。ロートは太ぎな部屋に私を迎え入れました。 . . . ロートのお母さんは，立派そうな， 

近寄り難い様子をして，部屋の中を行ったり来たりしていました。私には全く注意を払わず， 

一度も挨梭を .しませんでした。それは不気味な印象をうけました。ちょうど読んだばかりだっ 

たグリルパルッァーの「祖先の女」を思わずにはいられませんでした。町では，ロートのお母 

さんは引きこもって生活し，息子以外にはだれも寄せ付けないといわれていました。11、

この話からは，現実の生活の中で，ロー ト母子が土地に溶けこんで暮らしていたようには感じら 

れない。マリア • クアニス力の言うように，ロー トが「地方の偏狭さと母親の細かな気遣いから 

脱して「大きな世界」へ12し憧れていたとしても不思議ではない。ロー トはギムナジウム時代に， 

文筆家にな:るという希望を繰り返し伯父や従姉妹たちに書き送っている。13)
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ヴィーンへ

1913年にギムナジウムを卒業すると，レンベルクの大学に入学手続きをしたものの，その年の 

内にヴィーン大学へ移籍している。まもなく，feい物語，エッセイ，詩 が 「Österreichs Illus­

trierte Zeitungオーストリア揷絵入り新聞」に掲載されるようになり，最初の短編小説も同紙に 

(1916年）発表している。

ヴィーンに移って間もなく，同郷のヨーゼフ.ヴィトリン14) と知合い，大学内やカフェで語 

り合うなど，学生生活をともにしている。第一次大戦にもいっしょに志願して（1916年）従軍し 

た。

ヴィトリンによれば，ヴィーンに出てきた頃のロー トは，主に叙情詩の創作を試みていた。ロー 

トの叙情詩は，ごく一部が新聞紙上などに発表されただけであったが，ヴィトリンは未発表のも 

のを数多く手元に残していたとのことである。

「残念なことに，ワルシャワの私の住まいに置いてあったロー トの詩の草稿の多くが瀑弾15〉 

の犠牲になりました。その中には，ロートがよく普通の葉書に買いてよこした短い叙情的な詩 

などもありました。それらの詩は，ウクライナの民謡のようなメ ロディ一をもったものでした。 

後になってロー トは，叙情的な青年時代の詩を恥ずかしく思ったため，それらは公にされませ 

んでした。16)」

そうした詩のうち，「オーストリア挿絵入り新聞j  (1916年 6 月 2 日付）に載ったものの一つをみ 

ると，次のように，素朴な感傷が民謡風に歌われている。

Wo?17)

Ich war einmal ein kleines Kind,

Das angstgequält zur Mutter floh,

Wenn durcn den Schornstein fuhr der Wind 

Ich weiß nicht,wo

Ich hab’ einmal gehört ein Lied,

Das klang so zart und müde so，

Als ich von meiner Heimat schied，. • •

Ich weiß nicht, wo.. .

Es hat einmal mein Herz gelebt,. . .

Mohnblumen brannten lichterloh,...

Ich hab’ einmal ein Glück erlebt. •.

Ich weiß nicht, wo …

何処で？

昔，私は小さな子供で，
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煙突から風が吹き抜けて来ると，

不安でたまらず母のもとへ逃げて行きました 

どこでのことかは，わからない

昔，.歌が聞こえました 

それはやさしく疲れた響きで 

私がふるさとから別れたときのようでした 

どこでのことかは，わからない

昔，私の心は生きていました 

ひなげしが炎のように燃え，

昔，幸せだったのです 

どこでのことかは，わからない

各節それぞれの，通俗的な素材と表現によって昔を懐かしむ甘い調子は，かつて母親の口ずさ 

んでいた民謡を思わせ，少年時代のイメージに結びついている。ヴィーンで，作家達に混じって 

活動するようになってからも，故郷を同じくするヴィトリンに，折りにふれこのような詩を書き 

送ったのであろうか。

ロー トが本格的な文筆活動を始めたのは，第一■次大戦が終わった後しはらくしてからのことで 

ある。1920年にはベルリンに移り住んで，主としてジャーナリストとしての活動に携わるように 

なった。1924年に発表した長編小説『サヴォイホテル』によって，作家としての地位を確立し， 

20年代には多彩な活動を繰り広げるが，すでに早くから，迫り来る狂気の時代を予感していた。 

1933年ナチスが政権を握ると，亡命を余儀なくされ，絶望的な状況のなかで酒に浸って命を縮め， 

1939年パリで44才の生涯を閉じたのである。

ガリツィアに生まれ，世紀末文化の担い手達が集まっていたヴィーン，「黄金の20年代」のべ 

ルリンを経てノ、。リまで，短い生涯の軌跡は，ヨーロッパの東の端から西の端に'わたっている。

創作活動の出発点となったヴィーンは，「父親もなく指導してくれる人もなしに育った，ブロ 

ディー生まれの，資産もないユダヤ人にとって，偉大な世界だった。18)」それでも次第に「ス夕 

イルもレベルもそれまでに知っていたものに比べて高貴で洗練された世界19しに馴染んでいく。 

しかし，創作のもっとも深い源であるガリツィアは，繰り返し作品に登場する。「どのような変 

化が用意されても，ガリツィアに結び付いたユダヤ的本質は振るい落とされることはなかった2Q)」 

のである。

ガリツィァ

ガリツィアは当時オーストリア • ハンガリ一帝国の東の端に位置する帝室直轄領であった。 

1772年のポーランド分割によりオーストリアに組み入れられた領域である。ロー トが生まれたブ
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ロディは，東ガリツィア（現在のウクライナ）の小都市であった。ガリツィアの政庁所在地レン 

ベ ル ク （現ルヴォフ）から北へ90キロ離れた，ロシア国境に近い町で，周辺地域の中心をなして 

いた。第一次大戦の前は，ユダヤ人が住民の3 分の2 以上を占め，ポーランド人，ウクライナ人 

(オーストリア . ハンガリ一帝国支配下ではルテニア人と呼ばれていた）， ドイツ人が住んでい 

て，オーストリア軍の駐屯地があった。

1879年までは自由貿易都市であったことから，商業の盛んな町であり，さらには，オーストリ 

アの交易と物資の積み替え地点ともなっていた。そのため，多民族の文化が混じり合って独自の 

展開を遂げていたともいわれている。東方ユダヤ人の精神的中心でもあった。路上では， ドイツ 

語，ポーランド語，ウクライナ語，イディシュ語が話され，ロシア語もしばしば耳にすることが 

できた。しかし，ロートが子供時代を過ごした頃のガリツィアは，すでに停滞した町であり，「偏 

狭と寛容，保護と危険が同時に息づいている世界」2ひであった。

クア ニ ス力は，ロートの作品の中のガリツィア像を分析し，それが二つの異なった面を持って 

いることを指摘している。一つのイメージは，「失われた故郷」を表している。それは，ハプス 

ブルグ帝国を象徴とし，多民族が共存して暮らす理想の土地として描かれるものである。 もう一 

つのガリツィアは，「帝国の崩壊過程が，どこよりもむきだしにはっきりと目に見える場所22し 

を意味している。ガリツィアは，ヴィーンから見ればもともと辺境の地であり，人びとは常に没 

落の脅威と危険に曝され，ユダヤ人に対するポグロム（組織的虐殺 • 略奪）や，民族的•社会的 

緊張の絶えない所なのである。ロートにとっても，■懐かしい故郷である一■方，よそよそしい土地 

でもあるという，二重の意味をもっていたに違いない。

ロートの作品に登場するガリツィアのイメージは，すこしずつ揺れている。その揺れは，上に 

述べたような，ロートのアンビバレントな思い入れによるものと考えられる。

ここで，ガリツィアの厳しい風土と貧しい人びとをリアルに描写した未完の小説『いちご』と， 

逆に，ガリツィアの架空の小さな村を，多民族共存のユートピアとして描いた『皇帝の胸像』を 

取り上げ，ロー トのガリツィアに対する二重のイメージを追ってみることにする。

『いちご』

『いちご』は，東ヨーロッパの小さな町を舞台にして，ロートの自伝的な作品として計画され 

たが，はじめの部分の草稿が残されただけであった。ブロンゼンが，不明確な文字を出来る限り 

判読し，明らかな夕イプミスを訂正して，「TEXT-KRITIK」のロート特集号（1982年）に，は 

じめて掲載したものである。

冒頭で，ガリツィアの地形が描写される。

「私が生まれた町は，ヨーロッパの東にあって，広い平野に人が'疎らに住んでいた。東の方 

は限りなく広がっていた。西の方は，晴れた夏の日にだけ見渡すことができる，青々とした丘 

陵に囲まれていた。23)」
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そこに住む人びとの暮しは，牧歌的であり，しかも無政府状態に近い。

「私の故郷ではだれも証明書を要しない。裁判所や，刑務所や，弁護士や，税務署は存在する。 

—— しかし，身分の証明などどこでも必要がない• • . 大事なことは，役人が生活できるとい 

うことなのだ。彼らは，賄賂によって生活している。だからだれも刑務所へ入らない。だれも 

税金を払わない。だれも証明書をもっていない。24)」

さまざまな民族が混じり合い，平和が保たれているかのようにみえて，

「しばしば小規模なポグロムが起こった。いろいろな出来事に粉れてそれらはすぐに忘れられ 

た。死んだユダヤ人が葬られ，奪われたユダヤ人は損害を被ったことを否定した。25)」

物語は，主人公の1 人称の形で進められる。「私」は 8 人兄弟で母親はすでに亡くなっている。 

2 頭の馬を持ち，ホップ商人めあての馬車屋を営む父親は，大酒飲みで週に一度しか家に帰って 

来ない。そしてある日，零下35度の寒さの中で酒に酔って橇から落ち，凍死してしまう。 8 人の 

兄弟は，それぞれ， 1番目はボクサー， 2 番目はオデッサの港湾労働者になった。 3 番目は兵士 

になって死亡， 4 番目は村の鍛冶屋のもとに弟子入りし， 5 番目はぺテルスブルクで爆弾の製造 

に携わり，爆発で命を落としてしまう。 6 番目は1917年に戒厳令下で撃ち殺された。 7 番目はメ 

キシコで歯の技工士になっている。彼はガブリエルという名で，結婚していて， 1 年に2 度 「私」 

へ手紙をよこすのである。

この兄弟達の境遇は，当時のガリツィアの男達に実際に起こった出来事を写し取ったものであ

兄弟達が世界の各地へ去って，「私」だけが町に残り，結局のところ，墓守りパン夕レイモン 

の家へ転がり込むことになる。その間に「私」の身に起きたエピソードがこまごまと描かれるな 

かで，この町の粗野で貧しい日常が浮かび上がってくる。至るところに死が見られる。そうした 

中で，「私」は，「世界への旅に出たい」と考えるようになった。

町の近くの城に年取った伯爵が住んでい て 「われわれの伯爵さま」 と呼ばれている。ノ、。ン夕レ 

イモンは，伯 爵 の 「たった一人の友達」である。伯爵は金曜日には貧者にお金を恵む習慣になっ 

ている。

ある時ホテルの建築が始まって，人びとに仕事ができたかにみえたが，出来上がったホテルに 

客は来なかった。

「私たちの町は貧しい。住民には定まった収入はない。彼らは奇跡によって生きているのだ。

冬が殺人者のように私たちに襲いかかる。11月の終わりにはもう零下25度にもなる。

貧しい人びとは伯爵さまに食事を恵まれる。しかし，もの乞いを許されない人たちは飢えて死 

んだ。26)」

とりわけ厳しいその冬，もはや耐えられないように思われたとき，金持ちの茶商人が北京からやっ 

て来て，皆が救われることになる。彼は馬車に乗り利用者のなかったホテルに泊まって町に金を
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もたらした。施しをし，いささが疲れて去っていく。彼のおかげで稼いだ金で，町の人びとは宝 

さがしのための装備を買い整えた。町の通りの地中に，昔の戦争の時代の金銀財宝が埋められて 

いると言われていたのだ。皆が熱中したにもかかわらず，だれも宝を掘り出すことはできなかっ 

た。ある日，助手を伴った歴史学の教授が，ランタンやガスマスクを携えて来て，勇敢な人夫を 

募集する。墓掘りに慣れたパン夕レイモンと「私」は，前金を受け取って参加した。地下の異臭 

はすさまじく，財宝のかけらもなかったが，「私」は，この仕事によってまとまった額の金を手 

にしたのであった。

この物語の展開はここで，中断している。ブロンゼンによれば，草稿は読み取ることが困難な 

部分も多く，単純な表記の誤りもあって，文字どおり素描で終わっている。27)1929年に書き始め 

て中断し，1935-36年頃の手紙28〉で本格的な執筆を何度か予告しているが実行されないまま， 

はじめの部分の草稿のみが残されたのであった。

『皇帝の胸像』

『いちご』を中断したよりも後の作品である。この作品は，1934年にフランスで発表された。 

ドイツでは，死後15年を経た1964年に初めて散文集に収められた。

物語の舞台である「ロパティニー村」は，『いちご』の 「私の生まれた町」と共通の枠組みを持っ 

ている。ガリツィアにあって国境近くに位置し，さまざまな民族が住んでいる。帝国領とはいえ， 

役所は人びとの日常生活にほとんど関わりをもたず，実際には機能していない。

ロパティニー村には，一人の伯爵が住んでいて，貧しい人への慈善を習慣にし，困っている村 

人のため，問題の解決に大きな力を発揮する。すべての官庁に働きかけて意志を通し，税金をま 

けさせたり，病弱のユダヤ人子弟の軍務を免除させるようなこともした。彼は村人達に慕われ， 

なんの力も持たぬユダヤ人の一人と「友達付き合い」をしている。

以上のように，『皇帝の胸像』の場所と人物配置は，『いちご』 と共通している点が多い。 しか 

し，全体の色調は，全く違ったものとなっている。ここで，『皇帝の胸像』の内容を少し詳しく 

たどり，その違いを明らかにしてみる。

『皇帝の胸像』は，語り手が，第一次大戦後に「今日ではポーランドの一部であるが，かつて 

の東ガリツィア，プシュミスルとブロディ一の間を通る鉄道から離れたところにある小さな村」 

の話をするという構成になっている。『いちご』 と異なり，ガリツィアの貧しさや，厳しい現実 

の争いや死にまつわる具体的な描写は見られない。冬の寒さも，あっさりと触れられるだけであ 

る。逆に，ガリツィアを，さまざまな土地にさまざまな民族がV、プスブルクの旗のもとに融和し 

フランツ • ヨーゼフ皇帝を戴いて平和に暮らす調和的世界として描き出している。

「なるほど，国ごとに歌がちがい，国によって農夫の仕事着もちがっていたし，どの国でも一 

つ，またはいくつかの別の言葉が話された。29)」そんななかで主人公を喜ばせたのは，どこへ行っ 

て も 「黒と黄二色のハプスブルクの旗」が翻り，「皇室賛歌」が聞こえることだった。

(8 )



ヨ ー ゼ フ • ロ ー ト と ガ リ ツ イ ア （佐藤 ) 105

主人公は，この村に住むフランツ . クサ一ヴァー.モルスティン伯爵である。彼の一族は，イ 

夕リアから出て16世紀にポーランドに来た貴族であった。 しかし，本人は，自分をポーランド貴 

族とも，イタリア系の貴族とも思っていない。

ロートは，このハプスブルク帝国の貴族である主人公を，「超民族的な世界市民」の理想を具 

現する人物として描き出している。

「オーストリア= ハンガリ一君主国傘下のかっての王国には，どっさりこの手の人物がいたも 

のだが， もっとも高貴にして，つゆまじりっけのない純オーストリア人の一人であった。すな 

わち，超国家的の人間であって，これぞまことの貴族というもの。30)」

「たとえば彼にたずねたとしよう. •  • あなたはそもそも「何国人」であって，どの民族に属 

すると考えるか。伯爵はわけがわからない，といった顔をするだろう。 . •  • いったい，いか 

なるしるしにもとづいて自分の帰属する国を定めるべきなのか.• .彼はほとんどすべての 

ヨーロッパの言葉を，いずれ劣らず流暢に話した。ほとんどすべてのヨーロッパの国々がわが 

家も同然だった。. • . この点，オーストリア君主国自体がヨーロッパのミニアチュールであっ 

て，だからこそ伯爵の唯一の故里だった。31〉」

言うまでもなく，これは歴史的事実とはかけ離れた見方である。クアニス力も，ロートの作品に 

登場するポーランドの貴族が保守的でコスモポリタンな人物像であるのは歴史的に見て誤りであ 

り，1772年のポーランド分割以来，彼らが独立の夢を持ち続けていたことや，第一次大戦後のオー 

ストリアからの解放を，感激をもって迎えた事実を無視していると指摘している3 『皇帝の胸像』 

に関しては，ヴィトリンがブロンゼンのイン夕ビューに答えて述べたところによると，実在のポー 

ランド貴族モルスティン一族に連なる詩人が，事実に反して家名を使われたのを非難するという 

出来事があった。33)実在のモルスティンは，大戦後独立したポーランドの再建のために尽くし 

たとのことである。

ロパティニー村のモルスティン伯爵 は 「高貴で公正な権力者」の役割を演じ「高位の者への信 

頼と服従，位階制への信仰」を感じていた。そして「皇帝を，人間的な特徴によってではなく， 

皇帝という特質ゆえに敬愛した」のである。世界大戦の数年間，大演習のためにフランツ• ヨー 

ゼフ皇帝がロパティニー村の伯爵のもとに逗留することになって，伯爵はおおいに興奮する。そ 

の時の記念に近くの農夫の息子が造った皇帝の胸像を屋敷の前に据え付けさせた。

「そのころ，モルスティン伯爵はもはや若くはなかった。 * . .屈強な貴族仲間の目には中年 

すぎた変わりものの独身男というわけで，多少とも「滑稽」で 「別世界の人間」といったとこ 

ろが通り相場だった。身辺に女性がいたためしがない。彼自身，結婚を考えた気配がない。酒 

を飲んでいるところも， トランプに興じているところも，愛し合っている姿も見たためしがな 

い。ひたすら「民族自決」の声を制圧するのに情熱をそそいでいた。34)」

そうした中で，世界大戦が始まり，伯爵は志願して参加する。戦争が終わって，オーストリア君 

主国は消滅した。伯爵は帰還するが，ロパティニー村は，新しく誕生したポーランド共和国に属 

することとなった。ハプスブルク帝国は消え去り，伯爵は存在の基盤を失ったように感じて落ち

(9 )
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着かず，スイスへ旅に出かける。ところが，チューリヒの夜のバーで，帝冠がおもちゃにされて 

いる光景に出会い，世界が変わってしまったと知って，ロパティニー村に戻って来る。ロパティ 

ニー村だけは，全く昔のままであった。伯爵は，フランッ•ヨーゼフ皇帝の胸像をまた屋敷の入 

ロに据え付ける。 しかし，「以前は，レンベルクと， ドイッ名であったが，新政府に入り，ヴォ 

イデオーデ . フォン • ルヴォフと改名した人物が35)」視察にやって来て，胸像をみて驚き，取 

りかたずけるように指令を出した。

そこで伯爵は，皇帝の胸像の埋葬式を行おうと考え，ロパティニー村の古い住人を前に，「当 

局の指定に従って胸像を除去するのではなく， • • • 古い時代が死んだのであれば—— 葬ろう 

36)」と演説する。

ウクライナ人の指物師が棺を作り，ポーランド人の鍛冶屋が真鍮の飾りを彫って鍈で留め，ユ 

ダヤ人の聖書筆写生が祈祷文を書き棺に収めた。ギリシャ • カトリックの司祭，ローマ•カトリッ 

クの司祭，ユダヤ教の司祭を先頭に，村人たちが墓地に集まった。

抜きはなったサーベルをかざして棺のうしろを歩くモルスティン伯爵に，「ユダヤ人で彼の友で 

ある」ザロモンが従って行く。

この埋葬の場に描かれた人物像は，ガリッィアを構成する階級と民族のアレゴリーとなってお 

り，この胸像の葬送の場面全体が，ロー トの夢みた民族融和のアレゴリカルな絵図に他ならない。 

というより，「ロパティニー村」そのものが，ガリッィアの「すべての社会的，経済的，民族的 

現実を無視して37)」描き上げた多民族共存のアレゴリーである見ることができる。

最後に主人公は次のようなことを書き記す。

「民族は甲斐もなく，個人の美徳よりももっとも疑わしい国家の美徳を求めている。だから 

こそわたしは国家，しかるべき民族国家を憎むのだ。38 

モルスティン伯 爵 の 「民族国家」への憎しみは，民族主義へのロートの憎しみの反映である。 

かれは，生渥一貫して民族主義を憎み，国家や民族を超越した，国境のない世界を理想としてい 

た。ユダヤ民族主義であるシオニズムにも激しく反対した。『放浪のユダヤ人』では，シオニス 

トが「ヨーロッパ諸国とほとんど変わりのない形をしたユダヤ人国家を目指している39、 こと 

を非難している。

「国家や祖国は，その文化的特性を維持することを目的とするものであったとしても，その 

ために一人の人間の生命を犠牲にする権利など持っていないはずである。ところが実際には， 

もっとそれ以上のものを欲する。 • • . ユダヤ人は，これまでに生きてきた千年の歴史に亘 

る苦悩の全期間を通して，唯一つの慰め . . • すなわち，そのような祖国を持たないという 

慰めだけを持っていたのである。40)」

おわりに

ガリツイアは，歴史上の変動が起こるたびに幾度も所属する国が変わった地域である。そうし

(10)
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た場所では，国境は恣意的に引かれた線に過ぎないというのが実感であろう。しかも，さまざま 

な民族が混じり合って住んでいるため，それぞれが民族国家の立場に固執していたのでは，平和 

に暮らすことは不可能である。そこでは，国家，民族の立場を超えたいと願うことは，生きるた 

めの必要に迫られた選択であるとざえいえる。ロートの，民族主義への反感，民族国家を超越し 

た世界への憧れも，抽象的な理念ではなくて，ガリツィアへの思いに深く結びついた具体的な選 

択なのではないだろうか。それゆえ，オーストリア支配下のチェコやポーランドの場合のような， 

解放の理念としての民族主義を理解することはできなかったのではないだろうか。

ロー トは亡命生活の中で， ドイツ民族主義が醜く肥大したナチスの脅威がヨーロッパを覆いつ 

つあるのを目のあたりに見て，意識的に，消え去った多民族国家ハプスブルク帝国への傾斜を強 

くしていった。追いつめられたロートが，さまざまな民族が混在した故郷ガリツィアを振り返っ 

たとき，そこに，『いちご』で意図した，民族紛争のの絶えない現実の姿を描き出すのではなく， 

『皇帝の胸像』のロパティニー村のような，多民族融和の夢を描いたのだった。ロパティニー村 

は，現実のガリツィアの，まさに裏返しの姿である。現実の姿をリアルに写し取った『いちご』 

は，未完の草稿のままで残された。作者が亡命生活に耐えて生き延びたとしたら，それが書き継 

がれることになったかもしれない。
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